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「食品学Ⅱ（改訂第 4 版 第 1 刷）」 
本書の一部内容につきまして，最新の情報に基づき以下の通り補足・訂正いたします． 
（第 1 刷：2022 年 2 月 20 日発行） 
 
頁 該当箇所 訂正前 訂正後 

191 2～3 行 国内で承認されている遺伝子組換え作物は，と

うもろこし，だいず，なたね，綿，パパイヤ，

アルファルファ，てんさい，じゃがいも（2019

（令和元）年現在）で， 

国内で承認されている遺伝子組換え作物は，と

うもろこし，だいず，なたね，綿，パパイヤ，ア

ルファルファ，てんさい，じゃがいも，からし

な（2022（令和4）年現在）で， 

203 5～6 行 新たな JAS マークは，2022（令和 4）年 3 月

までに移行することとなっている． 

新たなJASマークへは，2022（令和4）年3月ま

でに移行することとなった． 

204 表 9-1 ［以下に差し替え］ 

 

図 9-2 右下 

試 験 方 法

JAS マーク 

［以下に差し替え］ 

   



3 行 マークが制定されることになった（図 9-2）． マークが制定された（図9-2）． 

206 表 9-2 ［以下に差し替え］ 

 

3～5 行 2020（令和 2）年 12 月現在，必ず表示する必

要がある品目（特定原材料）は，卵，乳，こむ

ぎ，そば，らっかせい，えび，かにの 7 品目で

ある．また，特定原材料に準じてアレルギーを

起こしかねないものとして，あわび，いか，い

くらなど 21 品目についても， 

2023（令和5）年3月現在，必ず表示する必要が

ある品目（特定原材料）は，卵，乳，こむぎ，そ

ば，らっかせい，えび，かに，くるみの8品目で

ある．また，特定原材料に準じてアレルギーを

起こしかねないものとして，あわび，いか，い

くらなど20品目についても， 

207 ↑10～↑8行 2016（平成 28）年 8 月現在，だいず（えだま

めおよび大豆もやしを含む），とうもろこし，

じゃがいも，なたね，綿実，アルファルファ，

甜菜
てんさい

，パパイヤの 8 種類の農産物で， 

2022（令和4）年3月現在，だいず（えだまめお

よび大豆もやしを含む），とうもろこし，じゃ

がいも，なたね，綿実，アルファルファ，甜菜
てんさい

，

パパイヤ，からしなの9種類の農産物で， 

207 頁最終行～208

頁 2 行 

任意で表示することは可能である（表 8-2，

p.191 参照）．ただし，任意表示制度は 2023（令

和５）年 4 月より制度の変更が予定されてい

る． 

任意で表示することは可能である（表8-2，p.195

参照）．ただし，任意表示制度は2023（令和５）

年4月より制度が変更されている． 

211 練 習 問 題

（１）③ 

［以下に差し替え］ 

③JASが規格対象としているものは，農林水産物と食品の品質だけである． 

223 第 9 章（1）

③ 

［以下に差し替え］ 

③現在は，農林水産物と食品の品質だけでなく，「取扱方法」や「試験方法」などにもJAS規格

が拡充されている． 
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